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国再訪(1)

小村･幸二郎(鉱床部)
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中国をはじめて訪ずれたのは夏の盛りであった.

空港ビルに入るとどっしりとしたその外観に似ず木製

のベンチカミ整然と並べてある内部は全く殺風景であっ

た.片隅にある小さた売店では外貨で土産品を買うこ

とはできなかった.大都会とは思えないほど暗い北京

の夜広い天安門通りをゆく自転車の灘紺色か緑色の

ズボンに白い半袖シャツ酉単の壁新聞r工業を大慶

に学び農業を大秦に学ぶ｣のスロｰガン人口の多い

割にはきわめて少ない乗用車など狂.ど慌しかった旅の

途中で見たものが鮮やかによみがえってくる･

それから丁度5年思いがけなく再び中国を訪ずれる

機会を得た.新聞やテレビなどではr中国の変貌ぶ

りはすごい｣といったことが報道されているカミこの5

年間に一体中国はどのように変わったのだろうか･

再度の訪問が決ってから出発するまではきわめて短時間

であったがその変りようを想う時間は出発の時が近

づくにつれて次第に多くなっていった｡

午前6時すぎ7月とはいえ空港への道はまだ陽射し

が弱く行き交う自動車も少狂い.朝早い出発は旅行

者にとっては決して好ましいことではないカミ北京で出

迎えてくれる人達のことを思うとごく当り前のことだ.

クｰラｰのよくきいた車の中で5年前に違った通訳の

丁嬢と海南島の林純填夫人のことを想い浮べていた･

リンゴのようなほっぺでいかにも元気そうな丁嬢海口

から石礒鉱山までのバスの中で涼し気な声で歌ってく

れた色白の林さんこの2人に違えることも期待して機

上の人となったものの北京空港でTさんの死という悲

しい報せカミ待ちうけていようとは夢にも思わなかった.

中国再訪の第一歩でうけた心の痛みは旅カミ終ってから

も容易には消えなかった.過ぎ去ったことにこだわっ

ていてはいけ狂いと分ってはいてもr中国のために

当分の間は結婚せずに仕事に全力をつくす｣と語った

丁嬢の生々とした顔カミ浮んでくる･死だけが悲しいで

きごとでは狂い喜怒哀楽は人の世の常だとはいうも

めの久しぶりに違えることを楽しみにして来た身には

やはり大きなショックであった.
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北京で

前回訪ずれた時にあったべ一ジュ色の空港ビルは完全

に姿を消しそこには白くてガラス窓の多い近代的な

ビルが建っていた.広々としたロビｰ多くのカウン

タｰ2階には広々としたレストランカミあり待合室に

は外貨を使える免税店がずらりと並んでいる､托送

荷物を受取る場所は広々としており以前の建物にくら

べると規模もはるかに大きく将に首都の玄関にふさわ

しい空港ビルである.

空港には北京駐在のKさん有色金属工業総公司の

錬さん日本語通訳の閣欣恵さんと英語通訳の郭美券

さんが出迎えてくれた･閻さんは天津から来てくれた

日本語の通訳郭さんは重慶から来てくれた英語の通訳

である.この2人の女性は全く対象的で間さんは白

の半袖ブラウスにグレイのズボン郭さんは白のスｰツ

にサングラスそして白のハイヒｰルに白の帽子とい

うモｰド雑誌から抜け出てきたようだ服装であった.

20日間ばかりの旅行に2人の女性カミｰ緒に行動してくれ

れば30才台の女娃と20才台の女性の処世心の違いがうか

がえるかもしれ狂いと期待していたカミ残念なカミら郭さ

んは一緒に旅行しないことになっていた.

空港から北京市内への道路には相変らず揚柳の並

木が光っていた､以前とあまり変わっていないなと思

ううち林立する高層ビルカミ目についた.建築中のもの

もあるそのビルの灘は住宅団地らしい｡近代的に生

れ変った空港ビル金く予想もしなかった高層住宅の群

を見るうちにわずか5年という歳月カミ途方もなく長か

ったように思えてきた.市街地へ近づくにつれて以

前は数少なかった乗用車が多くなってゆく.そして

バスの乗客も自転車を走らせる人も歩いている人も

服装が実にカラフルに狂っているのに気がついた･鐸

広のサマｰノ･ットにサングラススカｰト丈の短かめの

白いサマｰスｰツに自のハイヒｰノレそしてショルダ

ｰバッグで甑爽と歩くお嬢さん真紅のワンピｰスの奥

さんも通ればホットパンツの娘さんも行く色鮮やか柾

ものとい完ば真紅のスカｰフや軍人の帽章･襟章ぐらい

だった以前にくらべれば服装の変りょうは大変校もの

だ.しかし変貌著るしい現在の中国ではこの程度

の変わりようは驚くにあたらないのかもしれたい｡

北京滞在中の宿は燕京飯店であった.このホテルも

5年前にはなかったかこの他にも最高級の長城飯店を

はじめ幾つかの新しいホテルカ欄業していた.また

新しく開業した日本食堂もあればウエスタンスタイルの

食堂もありおまけに世界に名だたるMという高級レス

トランもできていた.中国料理は世界一うまいといわ
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れているカミ食物の本場に何故異国の高級レストラ

ンが急速にふえているのだろうか･

暑い盛り仕事の合間に友誼商店と東方書店を訪ずれ

てみた.友誼商店を訪ずれたのは土産品を見るためで

はなく北京に長期滞在する人にとってどのよう校食料

品等が手に入るかを知るためであり東方書店を訪ずれ

た主な目的はこれから旅しようとする地方の省別地図

を購入することであった.

友誼商店の内部は一見全く変っていないように思

えたが実は著るしく変っている所があった.以前は

中国旅行でウイスキｰやブランデｰを買って帰る人は

成田空港の免税売場で買ってそれを中国旅行の間持ち

歩くか知人に預け帰国する時に持ち帰るという面倒さ

を我慢したものだカミ今は友誼商店にはいろいろのウイ

スキｰなどカミずらりと並びまた一流ホテルの売店で

も上等の酒が自由に買える｡友誼商店の酒売場には日

本製の酒もあり煙草売場ではマイルドセブンなどカミ目

本で買うよりも安く買える.だが流通機構や冷凍設

備などはまだ十分ではないらしく外国人専用の友誼商

店で売っている生魚の鮮度は海からそう遠くはたい北

京にしては今一つという感じである.

東方書店の内部は出版物の種類が多くなったのか

以前とは少し変っていた.地図売場でお目当の省別地

図があるかどうか聞いてみると残念ながら!枝もない

ということだった.出版されていることは確かだから

印刷数が需要に及ば放いのかまたは改訂版でも出版

するので在庫カミないのかもしれない.しかし前回こ

こを訪ずれた時には斑岩銅鉱床の本だけしかなかった地

学関係の図書売場にはタングステンクロム斑岩銅

鉱床酉蔵の地質など多くの論文集が並んでいたし中

国語辞典類も種類が多く在っていた.科学技術の向上

をr四つの現代化｣の一つの柱とするこの国の意欲の表

われカミこうした書物の出版からもうかがえるように思

える.

超一流とみなされているレストランで外国の高級料理

や酒を賞味することや外国のファッションを自分のも

のにすることや生活を便利にする物やいろいろの面

で中国の中味はいわゆる先進諸国に近づいているが(だ

からといってすべての物を自力で作れるこの国が真の発展途､

上国であるとは思えない)まだまだ不便なことがある.

外国人力ミガソリンを購入できる店は人口750万人のこの

大都会に2軒しかないことやr中国民航｣に行かなけ

れば航空券の予約や購入ができ狂いことたどはその例で

ある一ただひたすらにその時を待つことは何事にも

くじけずに前進するためのカを蓄えるということでは必�
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要なのかもしれたいが目まぐるしいほどの世相の流れ

の中で息している人にとっては我慢できないことであ

るかもしれない･未知への憧僚未知との遭遇そし

て新しい発見を期待する旅人にとっては旅そのものに

時間をかけるのは喜びの一つであろうカミその旅をする

ための手続きに神経と肉体とをすりへらすようなことは

好ましいことではたい1

小雨の降る早朝雨宿りをすすめてくれた愛想の良い

主人が居た西瓜屋は健在であった.しかしその近く

にあった壁新聞は全く姿を消していた･壁新聞は庶

民の意志を伝える一つの良い場であったのだろうが完

全に姿を消してからもう4年以上になるらしい.

いかに夏の盛りとはいえ陽が沈むとか底ゆ涼しくな

る.夜の北京は乗用車が著るしく多くなったせいか

以前よりぽ賑やかに思える.クｰラｰの良くきいたタ

クシｰの窓越しにネオンサインが見えた.これも一つ

の発見である.昼間訪問した役所でr長城その他見

学したい所があればアレンジしますが希望があります

か｣と聞かれた.見学したい所は数えきれないほどあ

るがrとくにありません｣と丁重に断った.何目間

も北京に滞在するのであれば適当な所を見学する気に

もなろうがあまりゆとりのたいこの滞在では見学に

時間をっぶすよりはこれから長期間にわたって北京に

滞在する人の生活に必要な物を売っている店や品物の種

類などを調べたり地図や資料などの入手のために時間

を使う方カミよい｡こうしたことや関係機関の人達との

打ち合わせ放とで北京滞在の2日間はすぎた.

広州へ

午前6時室温は25.Cである｡自粥の朝食をすま

せゆっくりと身仕度をして空港へ向った･陽射しは

かたり強い.午後1時すこし前に北京空港に着き2

階のレストランで昼食をとることになった.しかし

およそ1時間待ってみたカミ結局従業員は注文とりに

こず昼食を口にすることはできなかった･以前の建物

や設備とは全く比較にならないほどに近代化された空港

ビルの長い廊下を歩いて出発待合室に迫りついた.機

内で食事のサｰビスがあるとも思えず待合室の片隅の

売店で買ったクッキｰとコｰラで空腹を満した.朝食

を十分すぎるほど食べたはずなのにこの時刻にはも

う胃袋は完全に空の状態になっていた.それが水気

の多い粥のせいか日頃朝食に好んで肉を食べる習慣

のせいかさだかではない･ともあれクッキｰとコ

ｰラで一息ついた.

広州行の飛行機は満席であった一機内に入って待つ

ことおよそ30分後の3時5分過ぎにジェット機はやお

ら飛び発った･待合室でクッキｰとコｰラを買う前は

昼食の時刻をとっくに過ぎてから飛び立つこの飛行機で

は食物らしいものの機内サｰビスはないだろうという

のが皆んなの一致した予想だった.しかしこの予想

は完全にはずれてコｰヒｰクッキｰサンドウィッ

チアイスクリｰムそしてキｰホルダｰが次々に配ら

れた･こうなると出発直前に胃袋に入ったクッキｰと

コｰラがうらめしくさえ思えてくる.我慢ついでにも

う少し我慢すればよかったと悔んでも既に後の祭り

で目中合作の予想は不成功に終わった.クッキｰと

コｰラで満腹になっていたはずなのに機内でサｰビスさ

れた食べ物はどこに納まったのか隣席の人よりはかた

り早く姿を消した.

北京を出発してから2時間30分広州に到着した.

地上の気温は34.Cで北京の気温よりは10.C近くも高

くまた湿度も高い｡亜熱帯圏内に位置している広州

の表情は内陸盆地に位置する北京の表情とはかなり異

なっている.その基本的なものは気候･風土や生活

環境などの差異なのであろうがまたそれぞれが辿っ

た歴史の流れか大きく影響していることも否めないだろ

う.

空港から市街への道路も風景も5年前と殆んど変って

いたい.だか市街地へ入ると5年前とは違ったもの

が目につくようになった.市の中心部や珠江の畔りな

どに建っている巨大なホテルは5年前にはなかったし

ホテルの近くの路上でレイテを商う者も以前は殆んどい

なかった.人々の歩く速さも心なしか以前よりは

速くなったように思えてくる.恐らく5年という短

かい時の流れの中で広州は商業都市としての地位をま

すます高め活動カミ活発と放り訪ずれる人も着るしく

増え広く海外へ門戸を開く大都会として充実しつつあ

るのだろう.

東方賓館のフロントは多勢の宿泊客でごったがえし

ている･前回訪ずれた時にくらべるとフロントも広

く匁ゆ内部に軒を連ねる多くの店もきれいになりそ

して高級品店がふえたように思える｡色鮮やかなビ

ｰチパラソノレと簡易ベッドが並ぶプｰルサイドに意う外

国人の姿は土地の庶民には一体どのようにうつる

のだろうか､

6時30分部屋に荷物をおいて10分後には全員が集り

翌日からの日程について話し合った･万事が現地任せ

で稼げれば事が運びにくいことが分りきっているだけに

切角作成されたスケジュｰルを特に変更することもた

い.航空券が入手でき全員が確認したそのスケジュ
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一ル通りに無事に調査旅行ができることを願うだけだカミ

ｰ妹の不安は拭いきれない.北京を出発する以前に

海南島では約2,C00人が広州行の飛行機を待っている

という話を聞かされた｡丁度夏休みの時期でこの島

へ遊びに行く人が多い割には航空機の運行回数が少なく

また使用機が小さいということはあるがそれにして

も2,OOO人が飛行機を待っているという話を聞くと

時期が時期だけに大雨か台風で欠航が続いているので

はないかと思えてくる.何とかしてスケジュｰル通り

に行動したいものだが最悪の場合は広州から約60Gkm

の雷州半島南端の海安までバスこれから海南島北端の

海口までフェリｰで行くしかない.だがこの場合は予

定より数目は遅くなり何かと面倒である.

予定通りに行動できるか否かそれはいつ確定するの

か落着かない気持で東方賓館のレストランヘ入った.

のんびりとした旅であれば長い歴史に培かわれた味を

もつ友誼飯店(以前は伴渓飯店と呼ばれていた)で美咲い料

理や菓子を賞味するところだが妙に気ぜわしいこの夜

はどこへも行く気になれ匁い･東方賓館の広々とした

レストランは空席が殆んど目につかないほど混んでい

た｡観光客が多いらしく賑やかなテｰプノレが多いよう

だ･特に食べたいものもなくごくありふれた料理をつ

っいているうちに1時間が過ぎた.9時過ぎ雨上

がりの町へ出てみた.ホテルの周辺は結構人通りカミあ

るが5分はかり歩くと人影はまばらになり何となく

暗く水溜りにうつる街燈の光りカミ佗しく思えてきた.

大都会の夜には違いないか多くの国の大都会の夜とは全

く異って弦歌さんざめくといったことは衣く健全こ

の上なく自戒心の乏しい人間には精神修養ワ)場σ)よう

に思えるかもしれない.

時計の針はとっくに12時を廻っている･車の音も

とだえがちな夜更けの窓をいつ降りだしたのか小雨

が故国に想を馳せる旅人の心情を察するかのように一す

じ｡二すじ流れてゆく.

古都潮州

どんよりと曇った広州の夜が明けた･白粥と牛乳と

春巻の朝食を終えてホテル内の本屋に立ち寄り広東省

の道路地図を購入した･前回ここを訪ずれた時には見

当たら校がったので最近出版されたのかもしれ校い.

価格は1枚約44円であった.

国内線を利用する客の受付けカウンタｰは空港ビル

に向って右手のこじんまりした建物の中にある.平屋

建でややうす暗いこの建物の中は旅行客でかなり混雑

している･約450円の空港利用税を支払って搭乗手続
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きを終えた.だが搭乗口は正面のビルにある.搭

乗手続きをする建物と搭乗口のある建物が全くちがうの

は漢字になじみのうすい人にとっては不便ではなかろ

うか.

以前は待合室に入るまでは大して時間がかからなか

ったが今回は待合室への通路は将に長蛇の列である.

パスポｰトと搭乗券の検査には大した時間はかからない

はずだと思いながら少しづつ前進した.間もなく

長蛇の列ができている理由か手荷物検査にあることカミ

判った.数個所で検査されていればこれほど待たされ

ることはないだろうが何しろ検査は1個所で行われ

金属探知器のブザｰがなれば全部の品物がチェックされ

るので行列はなかなか進まない.自分の順番がきて

小さなショノレダｰバックを検査台に乗せた.そして金

属象知器のブザｰが威勢よくなった.カメラ以外には

金属製品は入っていなかったが結局バックの中の品

物は全部検査された.もっともこういう検査は徹底

的に実施した方がよい.検査を終えてきちんとファス

ナｰをしめてくれた若い検査官は美事な日本語で

r有り難うございましたお元気で｣と挨拶してくれた.

その一言で待たされている間のささやかないらだちは

消えた･どんな場合にも相手の立場にたって接する

ことは大切なことらしい.

48人乗の双発機には空席は衣かった.広州から広東

省北端の汕頭(Sh.nt.WS.w.t.w)まではおよそ55分

間の飛行である.飛び発って間もなく機内サｰビス

カミはじまった.例によって緑茶とキャンディカミ配られ

これで終わりと勝手に決めこんだとたんに櫛キｰホ

ルダｰ扇子アイスクリｰムが配られた.広東省も

黄楊の産地だとは知っていたカミ国際線の夜行便ならと

もかくわずか1時間ばかりの目中の踊行で櫛をサｰ

ビスしてくれるとは全く予想もしなかった.ビニｰル

写真1広州空港の国内線塔乗手続きをする建家

本館に向かって右側にある�



一40一

小村

幸二郎

の袋に入ったその櫛を見ているうちにふと通勤の途

中で見た雑誌にrセットした髪が乱れるのを気にする若

い男が多い｣といった意味の記事が載っていたのを想い

出した.そのような若者は身動きできないほど混ん

だ電車の中で扇風機の風を恨めしく思いながら我慢し

ているのだろうか.

雲の切れめから見える地上は緑におおわれゆるく

波うっている.民家はまばらで実にゆったりとした

風景である･後部座席にいる老婆が肩を軽く叩いた･

振返ってみると先程配られたアイスクリｰムを差し出

している･もしかしたら冷たい物を好きではないのか

もしれないがそれならば隣席の人にあげればよい.

数えきれないほどの筋が深く刻みこまれた陽焼けした顔

にいっぱいの集を浮べ校がら溶けかかったアイスクリ

ｰムをくれようとする老婆を見た瞬間既に幽界に去っ

た母の姿を想い出した.若い時代には言葉では表わせ

たいような苦労を重ねたにちがいないその老婆は食べ

たいのを我慢して異国の私に食べさせてあげようとし

ているのではなかろうかと思い有難くそのアイスクリ

ｰムを頂戴した.

12時50分汕頭に到着した一こじんまりとした空港

ビルの正面に見える｢汕頭｣の文字の燃えるような色カミ

強烈に目にしみる一気温は32℃湿度は広州よりも

やや高いような感じである.北京を出発する直前に背

広などは預け必要最小限度の荷物だけを持参していた

ので大きなスｰツケｰスを持ち歩くことは放いカミ

r落下傘と同じ布地で作ってあるから軽くて丈夫です｣

という店員の言葉を信じて買ったバックはどうしたこ

とか底に大きな裂れ目ができていた｡恐らく機内

の荷物入れの中で偶然にそうなったのだろう.人為的

狂ものではないことと日本で買った物であることで

内心ほっとした.

汕頭空港から目的地まではおよそ45kmの道程である.

出迎えのマイクロバスに揺られながら日ヨ園地帯をっっ

きる狭い舗装道路を西北へ向かう.'広大な田園地帯に

点在する一かたまりづつの農家農作物を豊かに実らせ

る源となっている韓江の流れは信じられないほど静かで

ある.道路傍には所々に食堂西瓜屋ジュｰス

を商う店などがあるカミ客らしい姿は見当らたい.恐

らく暑さを避けて食後の午睡をむさぼっている人が多

いのだろう.1時15分に汕頭空港を出発してからおよ

そ40分の後左手に工場らしい建物カミ見えてきた.

広州で買った地図によれば楓渓というところらしい.

中国を旅行していると美しい名の町や山をみかける

ことが意外に多い.この楓渓もそうだ｡恐らく秋

になると背後の山の斜面が美事な紅葉におおわれるの

だろうがそれにもましてこの楓渓は広東省では仏

山の石湾と並んで二大陶磁器の産地として名高い所であ

る.中国の要人が訪日した抗お土産として持参した

巨大なそして見事校壷はここで製作されたものであ

る.

舗装道路が通じていると聞いて汕頭から目的地まで

は40分もあれば十分だろうと想定していたが狭い道

路をトラックやバスが走っている上に農産物や藁など

を満載した農耕用の車がのんびりと走るので予想以上

に時間がかかる.自動車と人の数カミ次第に多くなって

間もなく目的の潮州市に到着した一汕頭空港を出発

してから1時間5分も走ってきたというのに潮州市の

標高は1COmほどである.

市の中心に建つホテルr潮州大慶｣は立派な外観を

しているがあてがわれた6階のスイｰトルｰムは決し

て快適ではなかった.部屋は広く応接セットや茶器

などはぬかりなく整ってはいるもののたった一つしか

写真2潮州市の中心にあるホテル｢潮州大慶｣

写真3潮州大慶のレストラン(中央八角形の部分)

地質ニュｰス374号�
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ないクｰラｰは音だけは並以上だが余りの広さにさっ

ぱり涼しくはない.まして奥まった所にあるベッドル

ｰムには窓がなくじっとしていてもとめどなく汗が吹

き出てくる.しかしたとえどんなにむし暑くても

クｰラｰのない狭い部屋で根気よく働いている人はき

わめて多いはずである一そうした人達のことを思えぱ

むしろ暑いといってはクｰラｰの力を借り寒いとい

っては電気やガスの暖房器にすがりがちな自分のひ弱さ

を反省すべきかもしれない.

潮州は旧名を潮安といい古代には都として栄えたと

いわれている.楓渓で製作されている美術工芸品はお

よそ800年前の宗の時代からの歴史をもっていると伝え

られているがこの長い歴史の中で作品はどのように

変っていったのだろうか･陶磁器原料がどこで採掘さ

れているか質問してみた｡山腹が決られている所は見

当らないが原料は潮州郊外の飛天燕というところで採

掘されているらしい.汕頭から潮州までの間には鉱山

が近くにあることを想わせるものはない･しかし中

国の鉱床の形成に著るしく貢献している燕山期の花商岩

類が広く分布しているこの地域にはタングステンや

鉛･亜鉛の鉱床をはじめ一般にr玉｣と呼ばれる貴石

にいたるまで多種多様の鉱床カミあるらしくまた地質

鉱産部の調査隊によって新鉱床の発見のための調査も

進められているらしい.最高点でさえ海抜およそ200

m比高100m前後のこの付近で鉱床カミ発見されれば

インフラストラクチャｰに要する金額は少なかろうし

また汕頭までの鉱石運搬費も大したことはなさそうだ

し開発も比較的に容易かもしれ狂い.

昼食後の一番暑い時を見計って表通りを歩いてみた･

人通りは殆んどなく強い陽射しに焼かれる低い屋根や

壁のうなり声か聞こえそうなほど静かである.後から

後から吹き出してくる汗を拭うのも億劫になるほど歩い

てみた.時折開いている店を覗いて売っている品物

の種類や値段や産地などを見る.犬も歩かないようた

暑さの中を全くご苦労なことだが長い間の習慣で今

更やめられそうにない｡何故そういうことに執着めい

たことをするようになったかははっきりしないが過去

を振り返ってみると或る国に滞在していた時某国の

タバコが全く売られてい扱い町だのに或る目を境にし

てタバコをはじめ多種多様の品物が大量に売られるよ

うにたったことに対して疑問をもってかららしい･大

量のそうした品物が売られるようになって間もなくそ

れらの生産国との間の人や物の交流が著しく活発になっ

たことを知って一般に店頭で売られている品物の種類

やその産地を知ることはその国の政治的･経済的指向

1985年10月号

性を最も簡便に推測する方法の一つであると勝手に思い

こんだことカミ暑かろうカミ寒かろうカミ暇をみつけては

商店を覗く習慣をうえつけたらしい.もっともこれ

ほど大げさでなくてもどの町でどのような品物カミどの

ような値段で買えるかまた手に入らない品物は何か

たどを知ることはいつか誰かがその町で生活するか

または或期間にわたって仕事をする場合に役に立つ

ことが多いことは確かである.或る商店で見たごくふ

つうの扇風機には154元(約16,900円)自転車には179.6

元(約19,800円)の値札がついていた.暑い最中には

クｰラｰのたい家ではせめて扇風機ぐらいは欲しいだ

ろうに2ヵ月分の月給を投資しなければ買えないとあ

っては強烈なむし暑さに唯々ひたすら耐えるしか衣い･

恵まれすぎた環境で生活できるがために不平不満を言い

美食が過ぎて太りすぎを気にしそして高い金を支払

ってやせる努力をしている輩とは違って耐えることを

余儀なくされている人達は殆んど例外なくたくまし

い･r科学の進歩とはものをより複雑化することであ

る｣といった意味の記事を読んだことカミあるがより精

密にそしてより複雑化することによって反面より弱

い面を強いられることもあるのではなかろうか.原始

社会に生きた人々カミ画いたきわめて単調な絵を激賞する

人もいれば複雑で全く意味のないような絵に最高の讃

辞を送る人もいる･全く世の中は多様なだけに面白い

のだろうが猿だか鶏だかが足の裏に絵具をつけられ

真白いカンパスを歩き回ってできた模様を見て高名な

美術家カミrこれを画いた画家は素晴らしい｣と言ったと

いう話もあるそうだから案外訳の分らないほど複雑

たものを見せられると全く判断できないためこれは

素晴らしいとつい口をすべらせることがあるのかもしれ

ない.

潮州の古い家並の一角に開眼寺という大きた寺がある.

唐時代の開眼26年に建立されたというこの寺には多勢

の参詣者が居たが欧米人の姿は見当たらない･一時

期この国では宗教活動は殆んど行われていなかった

ということだカミこの素晴しい号とここに詣でて両手

を合せる多勢の人達を見ていると三大宗教の一つであ

る仏教の復活めいたものが強く感じられる.美しい屋

根と庭園多くの彫刻50kg以上の金が使われている

仏像重さ1tの明石で作られた台座その他建立当時

から伝わる様々匁物カミ殆んど損われずに残されている.

現在の潮州の状景からは予想もできないほど立派で欠き

たこの寺は遠い昔には都にふさわしく一きわ壮大であ

ったろうし今は数少なく狂っているであろう古い都の

面影を伝える最高のものかもしれない.だが長い間

都として栄えたこの町で青くまれた人達の心や作法など�
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写真4潮州市の旧市街にある開眼寺の屋根

はどうだろうか､残念ながら中国語にうとい筆者に

はここの人達と他所の人達とをいろいろの面で比較で

きるほどの器量はないしまたそうしたことをじっくり

と見つめる時間もない.

三畳紀の堆積岩層中に形成されている鉱脈を見た最後

の夜汕頭市の中心地からやや離れた静かな環境に建つ

龍湖賓館に泊ることになった.このホテノレは汕頭市で

は最も新しい最高級のホテルである.外観はとくに目

立つほどではないカミ内部は素晴らしい｡潮州市では

折角あてがわれた上等の部屋ではあったカミ部屋が広い

上にクｰラｰが殆んど役に立たなかったため余りのむ

し暑さにクｰラｰの風がまともに当るソファｰの上に

寝たがこれにくらべると龍湖賓館は将に天国を想わ

せる快適なホテルである｡ふかふかのジュｰタンを敷

きつめた広々とした部屋には上等のソファｰが並び机

も照明器具も茶器だとも立派である.大きなドアで境

されたベッドノレｰムは落着いたべ一ジュ色で統一され

たリビングルｰムとは違って真紅の花柄のベッドカバ

ｰなどかなりはなやかである.大きなバスタブで久

しぶりに手足を伸ばした.ほどよく冷えている部屋に

くつろいでいる折rこれこそホテルだ｣と思った瞬間

昼間の労働で疲れ果てているであろう身体を休めるには

余りにも狭くそして強烈にむし暑い部屋の中で寝苦

しい夜を重ねているであろう人々の姿を想い浮べて申

し訳けない気がした.

経済特区に指定されて商業活動が活発化している汕頭

には汕頭市旅海産品生産供給公司(SwatowTourPro･

ductSupp1yi㎎C.mp.ny)というデパｰトのような建物

がある｡ここでは楓渓産の陶磁器刺しゅう玉や金

属や木を素材とした彫刻品など多種多様の物が販売さ

れている｡この付近の人は6才頃から刺しゅうを習う

らしく販売されているデｰブノレクロスやベッドカバｰ

などの刺しゆる製品はほとんど手作りらしい.ここで

販売されている物と同様の物はシンガポｰルを主とする

東南アジア各国へ輸出されその年間輸出額はおよそ

1,200万元(約13.2億円)ということである.

日没近く強烈な雷雨があった.全く身動きできない

ほどの雨脚とすさまじい雷いわゆる熱帯のスコｰルに

雷を加えたような光景の中をゆうゆうと歩いている人も

いる･この強い雨を見つめながらr予定通りに広州

へ戻れるか｣と不安がよぎった･そしてこの夜中国

の人達との食事の折r明目は広州へ戻りますが今日

の雨は別れをおしむ皆さんの涙ではないでしょうか.

日本では別れの直前に降る雨を“やらずの雨"と言いま

す｣と一言しゃべったところ拍手喝采であった.

広州へ戻る目の朝は快晴であった｡6時に起きて慌

ただしく朝食をすませ龍湖賓館を出発した.空港ま

で自動車でおよそ30分である.出勤時刻にしては少し

遅いようにも思えるが市の中心部は自動車と自転車の

群でものすごく混んでいる･郊外へ出たとたん!こ実

にゆったりとしたいかにも中国の田園地帯らしい風景

に変った.小物を積んだ手押しの一輪車の横を遠慮深

げに小型の農耕機が通り過ぎてゆく･一輪車を押して

いるのは年輪の深くきざみこまれた陽焼けした顔の老人

農耕機を運転しているのは色白の青年であった.小川

に遊んでいる家鴨は餌をとるのに忙がしいのかだみ声

は全く聞こえたい.庭先では丸々と太った大きな豚

と鶏が仲良く遊んでいる､のんびりとした風景にみ

とれているうちに空港に到着した.こじんまりとした

空港とはいえ搭乗手続をするカウンタｰ付近は混んで

いるはずだがどうしたことか客らしい人は少ない.

昨夜の不安カミ建った･そして昨夕の豪雨のため広州

写真5汕頭市で最高級のホテル龍湖賓館

地質ニュｰス374号�
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行の飛行機は飛ばず今朝の1番機には昨日乗れなかっ

た客が乗るためわれわれは乗せてもらえないことにな

った.何も狂い空港に居てもしかたがない.午後3

時に出るという次の広州行の便を龍湖賓館で待つことに

して空港を後にした.だが3時の飛行機に確実に乗

れるかどうかは分らないしまた雨のためにこの便が

欠航になる可能性もある･3時の出発予定が4時過ぎ

になるという連絡が入り不安は一層つのった.今目

中に広州へ着けなければ今後の日程が狂うことはもちろ

んそのために必要な手続をするのが大変である.い

ろいろと考えた末最悪の場合は広州行の夜行バスを利

用することに狂った･汕頭から広州まではバスでおよ

そ10時間広州着は午前5時頃ということであった.

このバスが予定通りに広州に着いたとしてもどこかで

仮眠するゆとりはなく直ちに広州空港へ行かなければ

海南島行の飛行機の出発に間にあわない.まして海

南島行の便がうまくとれなければバスとフェリｰを使

ってまたまた長旅をしなければならない･最高級

のホテノレの素晴らしい部屋に居ることも半ば忘れて何

度も何度もメモ帳に今後の行程を書いてみては消した.

3時少し前に空港に行ってみた･搭乗手続をするカ

ウンタｰへの入口のシャッタｰはぴったりと閉されて

いたが5分ばかり後にはあけられた･果してうま

く座席が確保できるかどうか相変らず胸はざわめいて

いた.それから30分はかりの後切符と荷物を預って

くれていた現地の人達が待合室に入ってきた1皆カミ

笑顔なのをみるとうまくいったらしい.

3時頃には出発する予定だった飛行機は結局5時

過ぎに出発することになった.待合室の片隅にある無

料の熱いお茶で喉をうるおし無料の小冊子を手にして

荷物の検査を受け出発待合室に入った一そして先

程手にした小冊子が日本語で書かれていることに気カミつ

いた.うっかりしていたといえぱそれまでだかもし

かしたら外国人を全くみかけないこの町で日本語の

印刷物があるわけないという潜在意識があったのかもし

れない･気くばりの足りなさを自分に恥じた一幕であ

る.

快晴だった空はいつの間にか厚い雲におおわれてい

た･汕頭港は手にとるようによく見えはするカミとて

も写真に撮れるほどの明るさではない.そして間もな

く雲の切れ間はなくなった.6時過ぎに到着した広

州には雨が降っていた｡旅客は出迎えの人と一緒に

足早に立ち去って行った･だカミいつまで待っても

汕頭で確かに預けた荷物は出てこなかった.広州から

潮州まで同行してくれた人も北京から共に旅している
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人も心配して待ってくれはしたが結局荷物を受取

ることはできたかった･その荷物には下着をはじめ

身廻品や鉱石試料などか入っている.規律正しい国だ

から紛失することはないと確信しなカミらも明朝早く出

発することになっていることを思うともし最終便に

も積載されなかったらどうしたらよいか広州から潮州

へ出発する以前から頭をもたげた心配は最後の最後ま

でつきまとった.日頃清く正しく生きているつもり

の筆者にとってみれば神様のいたずらも少し度がすぎ

ているように思える.後で荷物が着いたらホテノレヘ届

けてもらうことにして重い足どりで空港を後にした.

出迎えのマイクロバスに揺られて東方賓館へ向う途中

ずぶぬれになりながら自転車をこぐ多勢の人とすれちが

った.亜熱帯圏にある広州ではスコｰルに近いような

雨が降るのになれているのか自転車に乗っている人も

歩いている人も特に慌てている様子もない.

7時過ぎ東方賓館の部屋に落着いた.ゆっくりと

風呂に入る時間はない.熱いシャワｰで汗と汚れを流

してさっぱりとしたものの着換えは全くない.たっ

ぷりと汗を吸いこんだ下着やズボンを湯上りに着るのは

全く嫌なものだが今はそれしか着るものがない.

汗臭いシャツを着て食事のために外へ出た.珠江の

畔りに建つ白亜の白鳥飯店には日本からの観光客カミ多

勢泊っているらしい.着飾ったご婦人や紳士格好よ

さを地でいっているような若者その中にあって汗臭

い作業服まカミいの衣服を身につけて作業靴をはいている

老人の姿は白鳥の群の中をとぼとぼと歩く黒い家鴨のよ

うなものだ｡だカミ薄汚い姿はしていても心の中は

着飾って潤歩する連中よりは汚れていないつもりだ.

珠江の流れに突出した円形の食堂は決して広くはない

カ沖々立派である.薄汚い姿でこんなに立派な食堂で

食事できるのは食魔とか大食漢とかひやかされること

の多い自分にとっては大変嬉しいことには違いないカミ

やはり広東料理を賞味する同席の人達にとっては迷惑

な存在であろう.

食べることにかけては他の追随を許さないとさえいわ

れている広州には全く考えも及ばないような料理があ

る.今夜の食事に出された蛇のスｰプはお代りする

ほど美味しかったが恐らく蛇嫌いの人でもその材料

が何であるかを知ら放けれぱその白身をせっせと口に

運ぶことだろう｡仔豚の丸焼かごのスｰプのどちらか

を選べといわれたら一寸味みした後ならばスｰプを

選ぶ人が多いかもしれない.

夜も更けてホテルヘ帰って間もなく荷物カ掘きそ

れまで胸の奥につかえていたものカミｰ気に下りたような

気分になり今度は本格的に風呂に入った.そして�
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石けんの香りの残る下着を身につけた時ようやく一目

が終わったと思った.午前零時半この夜も窓ガラ

スを一すじ二すじの雨カミ流れている.二度立寄った広

州ではあったが空港とホテルの間を往復しただけで

5年前にくらべて何がどのように変ったかを知るゆとり

はなかった.海南島行の航空機の予約はうまくいった

らしい.広州を出発してから帰ってきた目の夜更けま

で続いていた心配事はこれで一応消えたことにな

る.

海南島石礒鉱山へ

早く起きたけれぱたらないと思いながらベッドに横た

わったせいか4時半に目がさめた･6時にホテルを

出発する予定だからこれでも早すぎるということはない.

身仕度をしてロビｰにおりてみたカミ6時ではまだ静ま

り返っている.6時15分に空港に着き6時半に搭乗

手続きをすま世だ.出発は7時半だから7時までに

朝食をすませればよい.手続を終えてすぐ近くの食

堂に入ったまではよかったがさあ食べようという頃に

なって100名ばかりの日本人団体客が入ってきた､み

れぱその半数は小学生らしく残りは付添いの父兄らし

い.どうみても親の旅行に子供がついて来たという感

じではない.多分夏休を利用して桂林あたりの見物

へ行くお金持の家庭の人達なのだろう.騒々しく食事

をはじめたその団体客の中には偏食者か食わず嫌いが

かなりいるらしく夜中に起きでその朝食を作ってくれ

た人の努力に感謝する気持は一がけらもなく欠きた声

で折角運ばれてきた料理に大きな声でケチをつける人

も一人や二人では放かった.何事も経験そして勉強に

なることを念頭においての旅行であれぱどんな時でも

積極的に一口づつだけでも食べてみようと思うものだが

どうやらこの人達はお金と暇があるがために見物旅行

をしているようにみえる･恐らくこうした旅行者は

美しく雄大な景色と素晴らしいレストランで食べた料理

の美味さだけを想い出として大切にするのかもしれ狂い.

折角の旅行だから旅先で見たり聞いたりしたことや

その基盤になっている気候風土や歴史の流れに樟さして

きた人々の習慣たどに目を向けたならばより実りのあ

る旅になるのではなかろうか.

白粥とマントウと3品ばかりのオカズの朝食を慌だし

く終えて出発検査を終え丁度7時に待合室に入った･

広州から海南島の玄関に当たる海口まで667kmの間には

船便カミあるということだが何時間ぐらいかかるのだろ

うか.

5年前に海南島を訪れた時に乗った飛行機はかなり年

をとっていたように見えたが今日の飛行機はこれに

くらべれぱはるかに若々しく見える.定刻を5分はか

り遅れて広州を出発した飛行機は雨上りの快晴の空を

南西へ向って飛ぶ･打続く丘のうねりと著るしく蛇行

する川そして点在する不規貝肱形の湖眼下に展開

する田園のたたずまいは将に一幅の絵のようである.

奇形をたす山の連なりとその間を流れる清流がおり狂す

自然は実に美しく人間の力の到底及びそうもない偉大

狂力で押し迫ってくる･それだげにそのような自然

美には人間の息づかいは殆んど感じられないことが多

い.だカミ今眼下に広がる光景は山水画に面かれて

いるような起伏に富んだ美しさをもってはいないが遠

い昔からそこに生きてきた人々の生活の香りと息づかい

に満ち溢れた美しさを保っているように見える.緑の

大地を飛び越えて大海原に出た.左手に細長く見える

のは海陸島だろう.真青の南海に白波は見えず貨物

船らしい大型の船の航跡カミやけに白く見える.広州か

ら海口までは525kmである.南海上空を経て掠州海峡

を飛び越えれば海南島最大の海口市である.右手に

雷州半島左手に海南島が見え間もなく着陸態勢に入

るベノレト着用のアナウンスカミあるものと思っていたカミ

ｰ向にアナウンスはない･そして飛行機は蕪州海峡

の上空を酉へ向かって飛んでいる.海口市をとっくに

通り過ぎているはずなのにどこまで飛んでゆくのか

当方にはさっぱり分ら狂い.間もなくベノレト着用の

サインがでた.海南島には海口市だけに空港があると

思っていたら他にもあるらしい.雨上りの深い緑は

一きわ美しくその緑を切るオレンジ色の道路は実に鮮

やかである.亜熱帯圏に位置する海南島は自然の恵に

溢れているということだが山も岡も見えない大平原の

緑野は比較的容易に滑走路に化すのだろう.広州

を出発してから1時間25分後に着陸した飛行場には旅

客機らしい姿は見えなかったし空港ビノレらしい建物も

見当たらない.迎えのバスに乗り数分後におろされ

た場所の地名を見てはじめてその飛行場が海口市の

はるか西方に位置していることを知った.その場所を

ここに明記することはいろいろと都合があって遠慮

した方がよさそうである.

多くの出迎えの人の中にはじめてこの島を訪ずれた

時に違った女性が居た.なかなか魅力的なその女性は

林純掠さんといいこれから訪ずれようとする石礒鉱山

の招待所に勤務している人である･前回訪ずれた時に

も海口空港まで出迎えてくれた人で海口から石礒鉱山

へ向かうバスの中で実に涼しげな声で歌を口ずさんで

いた･色白でふくよかな顔は以前とあまり変ってはい

ないが真白のブラウスと濃紺のスラックスの清楚な姿

地質ニュｰス374号�
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写真6海南島石磯鉱山招待所の責任者林純撞さん

は少し細くなったようにみえる.はじめて違った時

にくらべると何となく貫禄めいたものが感じられま

たその動作もきびきびとしているように思えた･

今も招待所に勤務していることは確かだカミｰ体ど

ういう理由で貫禄めいたものが身についたのだろうか.

通訳の間さんに｢林さんはどこに勤務しているのか｣聞

いてみた.閻さんからは｢林さんは招待所の責任者で

す｣という返事カミかえってきた.あれからもう5年

やはり5年という歳月の中で林さんは多勢の従業員

の頂点に立って一まわり大きく成長したのだろう･

空港を出発して50分はかり走り熱帯植物研究所の入

口で小休止した･林さんは出迎えのため鉱山を出発す

る際飲物やバンをもってきてくれたらしい.正午前

には鉱山へ到着できることは確かなのにこうしたこと

にも気配りしてくれる優しさが招待所の責任者として

ふさわしい人とみ広された理由の一つかもしれたい.

熱帯植物研究所には7,000人が働いているということだ

が一つの研究所しかも一個所に7,000人もの人が

勤務している情景はとても想像でき校い.研究所まで

はこの入口から3･5kmもあるということだから実験用

の植物園の広さだけでも途方もなく広いことだろう･

その研究所の施設や設備を一目でも見たいものだがこ

の旅行カミ有色金属工業総公司に関係しているだけに農

林関係の施設を見せてもらうには手続だけでもかなり

の時間カ必要だろう.従業員7,000人が1個所で働く

研究所付属の植物園の広さと栽培されている植物の種

類等々いろいろと想像はしてみたか結局全体のだ

1985年10月号

たずまいについて納得のゆく想像をするに至らなかった.

もっともかりに心よく見学させてもらえたとしても

植物に全くうとい人間にとっては大した役には立たたい

かもしれない.

11時40分目的地の石礒鉱山に到着した.自動車の

メｰタｰは出発してから120km走ったことを示して

いる.町の様子は前に訪ずれた時と余り変ってはいな

いようだがそれでもどことなく活気があるように感

じられる.前回泊った招待所は職員用の宿舎になって

おり道路の反対側に一まわり大きな招待所カミ完成し

ていた.出迎えてくれた林さんはこの両方の建物のい

わば支配人らしい.このような招待所は別に2個所あ

るということだ.

シャワｰで汗を流し慌だしく昼食を終えた後早速

鉱山の概況説明がはじまった､前回は鉱山概況や地

質鉱床の説明と討論に終始したような感じであったが

今回の説明はこれとはやや異っているように思えた.

石礒の人口カミ約4万人であることや鉱山従業員が約1

万4,000人であること地質鉱床生産量探鉱状況な

どは前回とほぼ同様であるが今回の概況説明には鉱

山所有の各種工場の数や設備や能力教育施設や生徒数

従業員社宅の規模電力や水などの供給能力等環境整

備に関する事項かか底ゆ含まれていた.鉱山長が変っ

たことも万端にわたって説明が行われた理由の一つかも.

しれないが一般従業員の社宅の面積が1人当り10m2

が規準になっていることなどの説明の真意はよく分らな

い､もっともこの面積ではやはり狭いので少しづ

つ広い社宅に造りかえてゆくということである.

夕食後の一時町を歩いてみた･昼間の暑さが信じ

られ狂いほど夜は快適である.道傍の家でカラｰテ

レビに見入っている家族がいた.どこかで見たような

画面だと思ったカミ目本製の｢一休さん｣であった.

写真7石禄鉱山の新しい招待所の一部各室に机椅子ベ

ッドバストイレかある�
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夕食後の一時カラｰテレビでくつろぐ家族の姿を見

てふと5年前にくらべてこの鉱山の従業員の生活に

よりゆとりができてきたのだろうと思った.前に訪ず

れた時にはむし暑い夜の目抜き通りを歩いてみたカミ

商店にも鉱山従業員の家にもカラｰテレビがあると

いう話は聞かなかったし道路に面する家にもカラｰテ

レビを見ている人達を見かけたことはなかった.もっ

とも通りすがりの他国の人の目の届かない家でカラｰ

テレビを楽しんでいる人達は5年前にも居たのかもしれ

ないが今夜のこの小さな一つの発見は従業員社宅を

より広いものに造りかえるということとともにやはり

この鉱山の経営が上向きであることを示している例であ

ると受け止めてもよさそうである.

説明を聞き露天掘や坑内を見せてもらううちに石

礒鉱山の滞在日数は思いカミけなく早く過ぎてしまった.

鉱山に別れを告げる前日の夜は恐らく林さんの心づく

しであろう数々の料理がテｰブルに並べられた.

海南島の人でもめったに口にでき狂いという野生動物

の肉は1ヵ月ぐらい前から頼んでおいてくれたものら

しい.その動物の名は分らずまた最高に美咲いと

いうものではなかったが珍味を遠来の客のために料理

してくれたその心づかいは嬉しい.ふだんはほとんど

飲め扱いくせにこの夜は4～5杯の酒を飲みほした.

何故に盃を重ねたかは分らないが空港に出迎え坑内

にも一緒に入り毎日全く違う食事を準備してくれるなど

こまごまと気をつかってくれた林さんの招待所の責任者

としての仕事ぶりに感激したのかまたは最後の夜の

食事の席に白いブラウスに水色のスカｰト姿で現われた

林さんの美しさに魅せられたのかのどちらかだろう.

写真8石緑鉱山の露天採掘場(上方)とコバノレト鉱床開発の

ための新しい坑道(中央やや左下)

天涯への道

鉱山に別れを告げる目の朝打ち合せ通り6時に起き

6時半に朝食を済ませ8時に出発することになった.

r2度あることは3度ある｣というがもう1度この鉱

山を訪ずれる機会があるのだろうか.林さん御夫妻と･

小学校1年生だという子供さんの幸福を祈りながら招待

所を出た一玄関にはマイクロバスが待っていた.こ

れから海口まではじめての南海岸沿いの道路を走るので

2目はかかる.招待所の人達カミ横に一列に並んでお辞

儀をしてくれた.林さんは今朝は紺色のスラックスを

はいている.当方は中国語が分らず間さんの通訳で林

さんにお礼の言葉を述べた･閻さんはにこにこしなか

ら｢林さんは海口までお伴します｣と言った.客人

を出迎えそして最後まで見送るのが招待所の責任者

としての務めということになっているのかもしれないが

それにしても大変底ことだ.

鉱山を出発してから!時間の後61km離れた八所港

に到着した･鉱山を離れるとこの港までの間は殆んど

真平らである･人口約2万人のこの町は石礒鉱山の

鉱石の船積みと物資の輸送のために造られた港をもって

はいるが水深が浅いため1万8,OOOtぐらいまでの

船しか接岸できないらしい.海はなぎむしろのどか

な港といった感じだが八所港務管理局の人の話では

1年に100目ぐらいは天候が悪いため荷役作業カミできな

いということだ｡日本からの定期船は校く自動車な

どを積んだ貨物船がたまに入港するらしい.海に面し

たこの町は海南島全体が亜熱帯圏内にあることからみ

て年間を通じて高温多湿だろうと想像していたがこ

の想像は全くはずれた｡真夏には40℃ぐらいになる

ことはあるそうだが冬には6～8℃に下ることもある

らしい.海南鉄鉱の鉱石は山元からここまで鉄道で

運ばれここで船積みされる鞍山武漢上海宝山

などの製鉄所へ輸送されているということである.

八所港を出発しておよそ1時間20分の後鶯歌海に

到着した.美しい名のこの村は塩田があることで有名

である｡鉱山を出発する以前に頼んであったらしく招

待所には既に昼食カミ出来上っていた.旅の途中

小さ衣村の招待所の昼食にはどのような料理が出るのか

場所によって異ることは当然だが参考のためこの招

待所の昼食のメニュｰを列記すると野菜スｰプ鶏肉

のイタメたものエビ(2種類)の茄てたもの(塩味)

トｰフ煮付けツミイレ鱗の点ものオムレツ牛肉

と野菜のイタメたものバナナのフライ白飯の11種類

であった.日本のビジネス街の中華料理店の昼食(多
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くは1品)の代金で計算すると一体いくらぐらいに

なるのだろうか.ちなみにエビや魚は取りたての新

鮮なものである.

この村が誇る大塩田を見る機会もなく昼食を終えて

直ちに出発する.じりじりと照りつける太陽の光には

まだ新しい自動車のエアコンディショナｰもいささか

根負けしているらしい.舗装がとぎれる度に物凄い

砂集が巻上りはするカミそれも長くは続かない.かつ

ては流刑の地であったこの島全体を開発しようというこ

とも考えられているそうだから道路事情等は少しづ

つよくなっているのだろう.広州からの飛行機が海口

空港に着陸しなかったのもこの島の開発と直接に関係

してのことらしい.従来は小型機しか利用してい衣か

った海口空港はジャンボ機の使用が可能な滑走路の整

備や空港ビルの建てかえで当分の間は使用できないら

しいが1984年12月にはこれらが完成し香港からの直

行便も運行されるようになるということである､海南

島の開発についてはいろいろの面で検討されているの

かもしれ恋いが海口と香港との間に大型機が飛ぶとい

う話を聞くと香港の中国への帰属ということを含めて

先ず観光資源の開発ということが想われる.海沿い

の道路を走っているはずだのに海が殆んど見えない.

これまで左手に見えていた除しい山カミいつの間にか丸味

をおびた山に変わっていた.誰の目にも分る花開岩の

山である.道路は鉄道と平行して走りやカミてやる

やかな登り友となりその坂を登りきった前方には素晴

らしい最観カ欄けてきた.女性的な優しい姿の岩山と

深い緑その緑が尽きた所にはまぶしいほどの白砂が延

々と続きそこには青い海原から押し寄せる波がたわむ

れていた.海岸に巨大な花岡岩がころがっている.

砲弾のような形をした一番大きな花開岩には｢天涯｣と

真紅で刻まれている.遠い音大臣の地位にありなカミ

ら罪人としてこの島に流された蘇賦(蘇東壊)はこの島

の荒涼とした風景を見つめてr天涯海月｣と嘆息した

ということだか今は風光明媚た行楽地として遊客の

絶えることはない･海南島での罪人としての苦しさか

らようやく放免された蘇輯は生まれ故郷への旅の途中

病死した.それから884年この島は様々の人生模

様を見つめつつ少しづつ変わっていった.浜辺の巨

石に刻まれたr天涯｣と駅名になっているr天涯｣は

ともに蘇輯の嘆息まじりの言葉を伝えているのであろ

う.

ほんの一時の波とのたわむれに思わず｢うるわし

き桜貝一つ去り行ける君に捧げん……｣と口ずさんで

いた･通訳の間さんに請われるままにとうとう最後

まで歌った.閻さんの目カ沙しうるんでいる.多分

遠く離れている婚約者を想い出したのだろう.それか

ら間さんはせっせと貝殻を拾いはじめた.灼熱の太陽

の下真白の砂浜に押し寄せる波にたわむれる人に混っ

てせっせと貝殻を拾う間さんの姿が一きわ美しく見え

る｡遠く離れた所に林さんの姿カミ見える.林さんも

貝殻を拾っているらしいが子供さんへのお土産にする

つもりなのかもしれない.

暑い最中の自動車旅行の途中に立ち寄った天涯の浜の

澄みきった水面を見つめながら観光開発とこの美しい

渓とが確かに共存できる手だては完壁だろうかとつい

老婆心を感じた.

陽はまだ高い｡今日の宿泊地は天涯の浜からほど近

い山頂にある.広大な椰子園の中にあるというその宿

は一体どのよう放造りなのか･いわくありげな山

頂の宿そしてその山頂から見下ろす風景海南島で

最も美しいといわれるこの地に泊れるとは予想もしなか

っただけにこのルｰトを選んでくれた人達の好意が身

にしみる.

写真9海南島の南海岸にあるr天涯｣の浜

左側の山と海岸の露岩は燕山期の花闇岩
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